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㸯 学びをあむࠕあࠖࡪࡑ学ᖺのᒚṔ࡜ᩍᖌのㄢ㢟ព㆑

 あࡑぶ学年�の子どもたちは、これまでも自分たちの⯆࿡関ᚰにᇶ࡙いてప学年の「みがく」や「て

つがく創造活動」に取り組んできた。昨年度は「ዲきなこと」を᥈究する１年であったが、学年が上が

って⎔ቃも変わる中、子どもたちはどのような活動をᒎ開させていこうと考えるのだろうか。学年担௵

も年度が変わってメンࣂーがධれ᭰わり、今年度の活動を᳨ウする際にࡑのような話題がᣢち上がった。

話し合った⤖果、まࡎは子どもたちがどのようにこれまでのてつがく創造活動の時間をとらえているの

かを理ゎすることが求められるだろうという見ゎに至った。ࡑこで、年度のጞまりは、≉にࢸー࣐やル

ールなどを設けることなく、子どもたちに「自分たちのᛮうようにやってみよう」とだけఏえて今年度

の活動がጞまった。すると、子どもたちは、お互いにኌをかけ合い、ྛ々でࢡ࢙ࢪࣟࣉトࢳー࣒を❧ち

上げ、ࢳー࣒の活動にἐධしていった。 

しࡤらく活動した後、「あࡑぶࢹー」という活動ሗ࿌会のような時間が設定された。自分たちのࣉ

⏤ースを自ࣈれぞれのࡑースが設けられ、子どもたちは付⟢をᣢって஺௦でࣈ⾲ー࣒の発ࢳトࢡ࢙ࢪࣟ

に回り、発⾲を⪺いてࢥメントをΏしていく。しかし、様子を見ていると、自分の関ᚰに合わせて発⾲

を⪺いていくスタ࢖ルのᙳ㡪なのか、一部のேのところにほᐈが㞟中し、最終的に࡯とんど᮶ᐈがなか

ったというሗ࿌もあった。また、一部の子どもたちからは、「あࡑぶࢹー」でゼၥしてくれたேに「ᴦ

しんでもらいたい」というኌはあったが、参ほしていたಖㆤ者からも┦ᡭが「ᴦしんでいる」というこ

とをឤじとっていけるようになるといいというឤ想も⪺かれた。こうした様子を見て、担௵ᅋとしては

「あࡑぶࢹー」が定ᆺ化と同時にࡑの意࿡が୙明░な≧ែにあるのではないかととらえた。ࡑして、子

どもたちにとって、௚者とఱをඹ᭷するのか、なࡐඹ᭷するのか、なࡐඹにᴦしむ活動をᮃむのか、と

いった「௚者とともにある」ことの意࿡をၥうことが求められるのではないかと考えるようになった。 

一方で、ࡑの子どもたちの姿を通じてこれまでのてつがく創造活動において課題としてᣲがってい

た「教ᖌのかかわり」についてもᨵめてၥい直すこととなった。子どもたちが自分たちの関ᚰを᥈究す

るにあたり、教ᖌはともにある存ᅾとして子どもたちにఱができるのだろうか㸦ఱをしないことができ

るのだろうか㸧。一ே一ே␗なる存ᅾとしての子ども、ࡑの子どもが㞟うアࢭࢵンࣜࣈ㸦㞟合体㸧とし

ての子どもたちとともにいる教ᖌは、てつがく創造活動の実㊶をඹ̿構成しているといえるため、⚾た

ち教ᖌも子どもの姿を通じて自らのあり方をၥい、ࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動の実㊶の⏕成に参୚していくこ

とが求められる。上グの子どもたちの実ែを踏まえ、௨ୗではࡑの後の教ᖌと子どもがඹ̿構成してき

た日々を᣺り㏉っていきたい。 

㸰 あࡪࡑ学ᖺのᏊ࡟ࡶ࡜࡜ࡶ࡝歩ࡔࢇ᪥ࠎを᣺ࡾ㏉ࡿ

㸦㸯㸧ࠕ学びをあむࠖᩍ⫱ㄢ⛬の෌ᵓᡂへ 

 具体的な活動にධる前に、⚾たちは「学びをあむ」教育 

課程が実᪋できているのかをᨵめて᳨ウし直した。「学び 

をあむ」教育課程は、てつがく創造活動を中核として教育課程が編成されており、子どもが自ら「学び

をあむ」姿を求めて、ྛ教科の学びがてつがく創造活動をᨭえつつ「てつがくする」ことと「活動する」

ことと関㐃࡙いて取り組まれる構造となっている。また、ྛ教科も⊂❧して存ᅾするのではなく、互い

の関㐃をᶍ⣴し、子どもを出発点にした学びとして再構成することを目指している。 

 この教育課程の実㉁化に向けて、㸳年部会では子どもの出発点とした学びや࢚ー࢙ࢪンࢩー࣋ースの

学びの඘実をᅗるため、かつて本校が構想していた「学⩦分㔝と創造活動」の教育課程を参↷し、教科

の分᩿を஌り㉺えた領域としてとらえ直すことを試みた。また、ྛ教科のቃ⏺を取りᡶい、子どものࣉ

を❧ち「トに㈉⊩する学びࢡ࢙ࢪࣟࣉ」トᆺ活動の᥈究に㈉⊩しうる学びを構想し授業化するࢡ࢙ࢪࣟ

上げた。この「ࢡ࢙ࢪࣟࣉトに㈉⊩する学び」�は、子どもたちのࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動の≧ἣを踏まえ、

�
本校では、ධ学時に「学年ឡ⛠」が࿨名され、ࡑのឡ⛠で࿧び合うことが文化となっている。ヲ⣽はᕳᮎ㈨ᩱ㸦S����㸧を参↷。 

�
実㊶の具体は S������ ཬびࠗඣ❺教育 ��࠘にᥖ㍕した。⣬ᖜの関係上、ヲ⣽はࡑちらを参↷いただきたい。

担௵一ே一ேの␗なりを⏕かした授業をᒎ開するというものである。 

 こうした構想のもと、２学ᮇ௨㝆に子どもたちとともに取り組んできたことを、子どもたちの姿と合

わせて᣺り㏉り、ࡑの意࿡について考ᐹする。 

㸦㸰㸧࡟ࡶ࡜あ࣮ࡪࡑᏊ࡜ࡶ࡝ᩍᖌࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡿࡃࡘ࡟ࡶ࡜ࡀᆺάື 

 １学ᮇの実ែと㸦１㸧の教育課程構想にᇶ࡙き、２学ᮇ開ጞから「ともにあࡑぶ」というࢸー࣐を教

ᖌから提♧してࢡ࢙ࢪࣟࣉト活動を実᪋した。⚾たちの主な目的は、上グでᣲげた通り「௚者とともに

ある」ことの意࿡を、活動を通じてၥい直すことである。具体的には「ともにあࡑぶ」のࢸー࣐のもと

୸１日かけてともにあࡑぶ「あࡑぶࢹー」の開ദをఏえ、ともにあࡑぶことをᴦしむためのࢡ࢙ࢪࣟࣉ

トࢳー࣒を❧ち上げて当日に向けて活動するというものであった。参ຍ者は、子どもたちだけでなく、

学年のಖㆤ者をᣍいたが「ともにあࡑぶ」がࢸー࣐であるため、参ຍするಖㆤ者や教ᖌも᭷ᚿでࢪࣟࣉ

ᴦしむ「ぶࡑともにあ」にࡎー࣒を❧ち上げ、子どもや኱ேといった年㱋をၥわࢳトࢡ࢙ �日に向けて

活動を進めていった�。 

「ⰼⅆࢡ࢙ࢪࣟࣉト」では、最ึは㕲の⨁をࣖスࣜで๐って⢊をసり、糸に⤡めてⰼⅆをసること

をしていた。しかし、糸が⣽かったこと、⢊がうまくつかないことが課題だと気࡙き、「たこ糸を౑う」

「⢊をつけるために⢶を౑う」実㦂に取り組んだ。さらに「糸のඛを⤖んで୸めれࡤ、⥺㤶ⰼⅆのよう

になるのではないか」という௬ㄝを❧て、「⢶の௦わりにࣃࣞࢡスでやってみよう」と様々なⰍのࣞࢡ

 。スで試して、「㟷Ⰽの時だけ、⅖のእഃが㟷くなる」ことを発見していたࣃ

「ともにあࡑぶ」の日には、㕲分をసるస業の኱変さを知ってもらうために、おᐈさんに㕲⢊సり

をしてもらってから、あらかじめ⏝意した㕲⢊でⰼⅆをసる体㦂を提౪していた。㕲⨁にࣖスࣜ、たこ

糸、⢶という㌟㏆なものでⰼⅆができることをఏえることができて‶㊊ࡑうであった。 

 㕲⢊をࣖスࣜで๐ってసるస業はᆅ道なస業であり、たこ糸に㕲⢊を⤡めてసるⰼⅆも本当に小さな

ගでしかない。しかし、どうしたら長く⇞え⥆けてくれるか、どうしたらᏳくసれるか、⥺㤶ⰼⅆっࡱ

くするにはどうするかなど、Ᏻ全性を考៖しつつ、᮶てくれるおᐈさんを意㆑した活動であった。ⰼⅆ

、トの１ேは、今回の活動を通じて௚者とのかかわりを通してともに活動することを࿡わいࢡ࢙ࢪࣟࣉ

今後の創造活動でもࡑれを活かしたいとして௨ୗのようにㄒっていた。 

これまで取り組んできたࢡ࢙ࢪࣟࣉトで同じࢡ࢙ࢪࣟࣉト㸦のே㸧がいなかったけど㸦ともにあࡑぶでは㸧やっと１ே

ではなくなった。ே数がいた方が┒り上がって進んでᴦしめた。今も関係のேがいないので１ேだけど、ㄡかと進める

のもありだとᛮった。 

「ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉト」では、スーࣉ㸦出Ồ㸧にこだわったࣛーメンసりに取り組み、およࡑ ���

㣗を提౪した。ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトは $さんを中ᚰに活動がスタートし「຾ᾆのᮅ市で㣗べたᒇྎの

ࣛーメンを再⌧したい」というᛮいが出発点となっていた。຾ᾆのᮅ市で㣗べたࣛーメンは㨶௓⣔㸦㫎

⠇㸧のスーࣉが≉ᚩであり、ࡑのグ᠈やᛮいが、ࢡ࢙ࢪࣟࣉト全体の方向性をᙧ࡙くる一つのᣐりᡤと

なっていた。$ さんのᛮいにᛂ⟅しつつ「スーࣉにこだわったࣛーメンをつくる」がඹ通のᛮいとなり、

試సやㄪᩚを重ねながら、一㈏してスーࣉにこだわったࣛーメンసりに取り組んだ。 

$ さんは「຾ᾆのᮅ市で㣗べたᒇྎのࣛーメンを再⌧したかったから」という⤒㦂をもとに㨶௓⣔ス

ーࣉにこだわり、「スーࣉをఱ回もఱ回もసり直して自分たちが⣡ᚓするまでసり直して᮶た」とࡩり

㏉った。出᮶上がった࿡を☜かめながら、メンࣂーとともにㄪᩚを重ね、⨾࿡しいスーࣉを㏣い求めて

いく姿があった。また、「みんなをまとめながら自分が⣡ᚓすることをやってきた」と㏙べているよう

に、自分のᛮいをಖちながら࿘ᅖとのᢡり合いをつけて進めていた様子がㄞみ取れた。一方で、㐃ᦠ୙

㊊やఏえ方の課題にも自ら気付き、ḟの活動へとつなげていこうとする姿があった。 

% さんは「㯝の出Ồについて、こだわった」「自分が⣡ᚓするまでఱがだめだったのか考えた」とࡩ

り㏉り、出᮶上がったものを見直しながらḟの試సに向けてᨵၿしていこうと取り組んでいたことが分

かった。「ࢳー࣒のことをඃඛして成ຌに㏆࡙けた気がする」とグ㏙しており、自分の考えを࿘ᅖの≧

ἣと↷らし合わせながら行動していたことがఏわってくる。また、「わからなくなったらきちんと⪺け

るようになった」「前より ��� ಸ気を౑えた」というゝⴥからは、活動を通してேとの関わり方が変化

していった様子がㄞみ取れた。 

& さんは、「ᮦᩱをఱにするかやᮦᩱの㔞を深く考えました」ࡑして「኱஦なᮦᩱはṧして、ࡑこま

�
ᕳᮎ㈨ᩱとして１年間の歩みをまとめて提♧した㸦S��������㸧。ࡑちらを合わせて参↷いただきたい。
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୸１日かけてともにあࡑぶ「あࡑぶࢹー」の開ദをఏえ、ともにあࡑぶことをᴦしむためのࢡ࢙ࢪࣟࣉ

トࢳー࣒を❧ち上げて当日に向けて活動するというものであった。参ຍ者は、子どもたちだけでなく、

学年のಖㆤ者をᣍいたが「ともにあࡑぶ」がࢸー࣐であるため、参ຍするಖㆤ者や教ᖌも᭷ᚿでࢪࣟࣉ

ᴦしむ「ぶࡑともにあ」にࡎー࣒を❧ち上げ、子どもや኱ேといった年㱋をၥわࢳトࢡ࢙ �日に向けて

活動を進めていった�。 

「ⰼⅆࢡ࢙ࢪࣟࣉト」では、最ึは㕲の⨁をࣖスࣜで๐って⢊をసり、糸に⤡めてⰼⅆをసること

をしていた。しかし、糸が⣽かったこと、⢊がうまくつかないことが課題だと気࡙き、「たこ糸を౑う」

「⢊をつけるために⢶を౑う」実㦂に取り組んだ。さらに「糸のඛを⤖んで୸めれࡤ、⥺㤶ⰼⅆのよう

になるのではないか」という௬ㄝを❧て、「⢶の௦わりにࣃࣞࢡスでやってみよう」と様々なⰍのࣞࢡ

 。スで試して、「㟷Ⰽの時だけ、⅖のእഃが㟷くなる」ことを発見していたࣃ

「ともにあࡑぶ」の日には、㕲分をసるస業の኱変さを知ってもらうために、おᐈさんに㕲⢊సり

をしてもらってから、あらかじめ⏝意した㕲⢊でⰼⅆをసる体㦂を提౪していた。㕲⨁にࣖスࣜ、たこ

糸、⢶という㌟㏆なものでⰼⅆができることをఏえることができて‶㊊ࡑうであった。 

 㕲⢊をࣖスࣜで๐ってసるస業はᆅ道なస業であり、たこ糸に㕲⢊を⤡めてసるⰼⅆも本当に小さな

ගでしかない。しかし、どうしたら長く⇞え⥆けてくれるか、どうしたらᏳくసれるか、⥺㤶ⰼⅆっࡱ

くするにはどうするかなど、Ᏻ全性を考៖しつつ、᮶てくれるおᐈさんを意㆑した活動であった。ⰼⅆ

、トの１ேは、今回の活動を通じて௚者とのかかわりを通してともに活動することを࿡わいࢡ࢙ࢪࣟࣉ

今後の創造活動でもࡑれを活かしたいとして௨ୗのようにㄒっていた。 

これまで取り組んできたࢡ࢙ࢪࣟࣉトで同じࢡ࢙ࢪࣟࣉト㸦のே㸧がいなかったけど㸦ともにあࡑぶでは㸧やっと１ே

ではなくなった。ே数がいた方が┒り上がって進んでᴦしめた。今も関係のேがいないので１ேだけど、ㄡかと進める

のもありだとᛮった。 

「ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉト」では、スーࣉ㸦出Ồ㸧にこだわったࣛーメンసりに取り組み、およࡑ ���

㣗を提౪した。ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトは $さんを中ᚰに活動がスタートし「຾ᾆのᮅ市で㣗べたᒇྎの

ࣛーメンを再⌧したい」というᛮいが出発点となっていた。຾ᾆのᮅ市で㣗べたࣛーメンは㨶௓⣔㸦㫎

⠇㸧のスーࣉが≉ᚩであり、ࡑのグ᠈やᛮいが、ࢡ࢙ࢪࣟࣉト全体の方向性をᙧ࡙くる一つのᣐりᡤと

なっていた。$ さんのᛮいにᛂ⟅しつつ「スーࣉにこだわったࣛーメンをつくる」がඹ通のᛮいとなり、

試సやㄪᩚを重ねながら、一㈏してスーࣉにこだわったࣛーメンసりに取り組んだ。 

$ さんは「຾ᾆのᮅ市で㣗べたᒇྎのࣛーメンを再⌧したかったから」という⤒㦂をもとに㨶௓⣔ス

ーࣉにこだわり、「スーࣉをఱ回もఱ回もసり直して自分たちが⣡ᚓするまでసり直して᮶た」とࡩり

㏉った。出᮶上がった࿡を☜かめながら、メンࣂーとともにㄪᩚを重ね、⨾࿡しいスーࣉを㏣い求めて

いく姿があった。また、「みんなをまとめながら自分が⣡ᚓすることをやってきた」と㏙べているよう

に、自分のᛮいをಖちながら࿘ᅖとのᢡり合いをつけて進めていた様子がㄞみ取れた。一方で、㐃ᦠ୙

㊊やఏえ方の課題にも自ら気付き、ḟの活動へとつなげていこうとする姿があった。 

% さんは「㯝の出Ồについて、こだわった」「自分が⣡ᚓするまでఱがだめだったのか考えた」とࡩ

り㏉り、出᮶上がったものを見直しながらḟの試సに向けてᨵၿしていこうと取り組んでいたことが分

かった。「ࢳー࣒のことをඃඛして成ຌに㏆࡙けた気がする」とグ㏙しており、自分の考えを࿘ᅖの≧

ἣと↷らし合わせながら行動していたことがఏわってくる。また、「わからなくなったらきちんと⪺け

るようになった」「前より ��� ಸ気を౑えた」というゝⴥからは、活動を通してேとの関わり方が変化

していった様子がㄞみ取れた。 

& さんは、「ᮦᩱをఱにするかやᮦᩱの㔞を深く考えました」ࡑして「኱஦なᮦᩱはṧして、ࡑこま

�
ᕳᮎ㈨ᩱとして１年間の歩みをまとめて提♧した㸦S��������㸧。ࡑちらを合わせて参↷いただきたい。
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で኱஦でもないのをῶらして、ண⟬をῶらした」というࡩり㏉りからは、࿡や㈝⏝といった」数の᮲௳

を見ẚべながら、活動を成ຌさせるためによく考え、取り組んでいた。 

さらに ' さんは、「自分がసったものに、࢕ࣇーࢡࢵࣂࢻなどをして試行錯誤をしていくことが、ど

んどん⨾࿡しくなっていくことが、Ꮀしかった」と㏙べており、試సを通した࿘りからの཯ᛂや意見を

受けṆめながら、出᮶上がりが変わっていく㐣程ࡑのものにᡭᛂえと႐びをឤじていた。 

このようにࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトでは、「スーࣉにこだわったࣛーメンをつくる」というᛮいをඹ

᭷しながら、௚者とのかかわりの中で、自分なりの向かい方を኱ษにしながら取り組み、出᮶上がった

ものを☜かめ合いㄪᩚしながらᛮいをᙧにしていった。 

なお、$ さん࣭% さん࣭& さんは、ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトに取り組んだ⤒㦂をもとに、㸱学ᮇ௨㝆も

㣗べ≀に関わるࢡ࢙ࢪࣟࣉトに取り組んでいる。$ さんは、ᩱ理をసったり㣗べたりした⤒㦂をᆅᅗと

してྍど化するような「㣗べᆅᅗࢡ࢙ࢪࣟࣉト」を構想しており、% さんは、新ゐឤのおかし࡙くりに

ຍえ、キࣕࣆࢥࢳࢵーやࢵࣃケーࢪなど、ఏえ方や⾲⌧にまで関ᚰをᗈげている。また、& さんは、グ

㘓や実㦂を重ねた上で᳜≀を育て、㣗べるというࢡ࢙ࢪࣟࣉトを構想している。㸱ேとも、ࣛーメンࣉ

トでの試行錯誤しながら取り組んできた⤒㦂が、ᣮᡓすることの౯್や、自分なりのこだわりࢡ࢙ࢪࣟ

やᕤኵを኱ษしながら活動を進める姿ໃにつながっているといえる。また、これまでの⤒㦂を自分の⯆

࿡関ᚰに引きつけて再構成し、ḟの学びをᥥいている姿が見られる。 

㸦㸱㸧あࡪࡑ学ᖺの๰㐀άືを⪃ࡿ࠼ 

 「ともにあࡑぶ」の活動を通じて、⚾たちは、子どもたちが自分たちで今後の創造活動をつくってい

けるように、「ともにあࡑぶ」を᣺り㏉るとともに今後の活動を自分たちでỴめていくための対話のᶵ

会を設けた。方㔪として、自分たちの関ᚰをもとにࢳー࣒を❧ち上げていくことにはỴ定したが、ࡑの

中でも≉に話題としてᣲがったのは「ࢡ࢙ࢪࣟࣉトࢳー࣒の❧ち上げ方」と「௚者とのඹ᭷について」

であった。 

ー࣒の❧ち上げ方について、子どもたちがこだわったのが「自分が本当に᥈究したいࢳトࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

では、多くのேたちが「ぶࡑともにあ」トを❧ち上げる」ことだった。全員ではないもののࢡ࢙ࢪࣟࣉ

トに参ຍしたࢡ࢙ࢪࣟࣉーとの関係をඃඛしてࣂトのෆᐜを༑分にྫྷ࿡することよりもメンࢡ࢙ࢪࣟࣉ

という意見が᣺り㏉りとして出された。ே間関係で㑅んだにも関わらࡎ、最終的に当日はᴦしむことが

できたものの、活動の㐣程で取り組みたいෆᐜや進め方などでのトࣛࣈルが⤯えࡑ、ࡎのཎᅉがࡑこに

あったととらえたேが多かったようである。よって、子どもたちは、まࡎಶேで❧ち上げたい࢙ࢪࣟࣉ

 。トを編成するという方㔪がとられたࢡ࢙ࢪࣟࣉトを学年に提♧した後、同じෆᐜに取り組みたいேでࢡ

 また、「௚者とのඹ᭷」については、௨ୗのような学年での議ㄽが行われた。 

&�㸸あࡑぶࢹーの時に᏶成しているかどうかは関係ないから、中間ሗ࿌をしてもいいとᛮう。 

&�㸸学びを深めるためにやっている。やることには意࿡がある。１つでもやることに意࿡がある。ᮍ᮶に進化させるた

めには成ຌኻᩋはᢤきにしてࣔࢹルケースをసることが኱ษだとᛮう。 

&�㸸ࡑもࡑもఱのためにやるかによる。なにに向けてやるの㸽中間ሗ࿌はあࡑぶࢹーのため㸽６年のため㸽 

&�㸸あࡑぶࢹーのために一᪦やって、またࡑれでḟに⏕かしてやるから、▷ᮇ目ᶆがあࡑぶࢹーで長ᮇ的に６年につな

がったらいい。 

&�㸸あࡑぶࢹーは学ᮇで༊ษれちࡷってた。ࡑういう༊ษりをつけࡎに長ᮇ的に考えられたらいいのでは。目ᶆにも㏆

࡙けるとᛮう。 

&�㸸中間ሗ࿌はいらない。なࡐならあࡑぶࢹーがあっていいとᛮう。あࡑぶࢹーの時に全部බ⾲したらいいとᛮう。 

&�㸸中間ሗ࿌会はあࡑぶࢹーと㐪って、あࡑぶࢹーは᏶成したものだが中間ሗ࿌は᏶成したものでないから、あࡑぶࢹ

ーの時にまとめていうのは᏶成したものしか見せられないからまとめてやるのはおかしい。 

&�㸸ࢡ࢙ࢪࣟࣉト全員を✌ാさせて中間をやるのではなく、௦⾲的なものでやってもいい。全員がいくと活動が㞴しく

なる。௦⾲が出た方ができるだけ活動が☜ಖできる。 

&�㸸᏶成を見せるあࡑぶࢹーと捉えるとࡑれでいいが、᏶成がないというࢡ࢙ࢪࣟࣉトはどうとらえたらいい㸽 

&���ールが᏶成したというものではなくて࣏スタࢦのேがやりษったとᛮうことやࡑ、ールがないやつっていうのはࢦ

ーに᭩いた目ᶆ。ࡑれは᏶成とみなしていい。 

本✏ᇳ➹時に方㔪は☜定していないが、中間ሗ࿌や「あࡑぶࢹー」のように、ඹ᭷することの意࿡

が議ㄽを通じて明らかになりつつある。あࡑぶ学年にとっての「ともに」学ぶことの意࿡が᭦新され、

学ᮇや学年といった༊ษれ目では᏶⤖しない「あࡑぶ学年の創造活動」が動き出ࡑうとしている。 

㸦㸲㸧๰㐀άືࡽ࠿ᩍ⛉学⩦をぢࡿࡵࡘ 

ᅜㄒでは「おⲔっこ &0 をసろう」という学⩦に取り組んだ。子どもたちが学

校⏕活でのၥ題や㌟㏆な社会ၥ題について見直し、ࡑれを &0 ๻として⾲⌧する

ことをࢦールとしていた。この༢元は「⾲⌧する」活動であるものの、重どして

きたことは自分の学校⏕活や社会ၥ題を自らの目⥺で見直すことであり、&0 ๻

のできࡤえよりも、ไస㐣程での話し合いや「一ே一ᙺ」で参ຍすることにある。子どもたちは、෗┿

にあるように、ྛ々のど点から㌟㏆なၥ題を出し合い、今、自分たちにᚲせなၥ題提㉳はఱかを話し合

い、⾲⌧しようとする姿が見られた。&0 ๻࡙くりや⾲⌧にど点を向けれࡤ「ことࡤ」の学⩦となるが、

㌟㏆なၥ題に対してษ実さをᣢって議ㄽする取り組みには「ことࡤ」の学⩦にとどまらࡎ自分たちの⏕

活を出発点とした様々な学びがෆໟされている。 

⟬数では、「自⏤᥈究㸦᥈ 4ࣛ࣎㸧」の時間を設定するとともに、「༢元᥈究㸦課題᥈究㸧」という

ど点からも༢元を通した学びを᳨ウし、子どもたちのၥいや␲ၥを㉳点に学びを構想してきた。͆自⏤

᥈究͇とは、自分の⯆࿡にもと࡙き ᥈究ෆᐜ㸦ၥいやࢸー࣐㸧を自分でỴめて行う᥈究的な活動の時

間である。「自⏤᥈究の時間は自分にとってどのような時間ですか」というၥいに対する子どもたちの

回⟅を見ると、自⏤᥈究の時間は、「自⏤」「自分でỴめられる」「ᴦしい」といったゝⴥでㄒられて

おり、多くの子どもたちにとって、自分の⯆࿡にもと࡙いて学びを進めていく時間として捉えられてい

ることが分かる。また、( さんは「ࢡ࢙ࢪࣟࣉトとᑡしఝているឤじで、自分が

気になったことや␲ၥにᛮったことをㄪべられるので、ᴦしいです。」とグ㏙し

ている。さらには、回⟅の中には「ၥい」「␲ၥ」「୙ᛮ議」といったゝⴥが多

くあり、自⏤᥈究の時間が、ၥ題ゎỴの場としてだけでなく、ၥ題を見いだす場

として意࿡をもっているともゝえる。 

こうして教科での実㊶を୪べてみると、教科担௵ไのもとで別ே᱁による授業実㊶が行われていて

も、教科として取り組まれている中に学びとして重どしていることへの重なりが㏱けて見えてくる。例

えࡤ「ၥう」という行Ⅽにど点をおけࡤ、፹௓や対㇟としての「ゝㄒ」や「数」といった␗なりがある

にせよ、学びとして互いが子どもを出発点にして一定の重なりをもちながら取り組まれていることがわ

かる。≉に、あࡑぶ学年の子どもたちとともに⏕活するからこࡑ、てつがくや創造活動の取り組みを通

じて「ၥう」「᥈究する」といった行Ⅽについて教科においてもアࣟࣉーࢳしていくことを試みている

ことが重せな࣏࢖ントであると考える。ここには、これまでྛ教科≉᭷の学⩦ෆᐜとして考えられてき

たことがၥい直される₯ᅾ性があるといえないだろうか。子どもが学ぶᚲせのあることとして教ᖌが

「教科」のᯟ組みから見ていることが「子どもを出発点とした学び」としてၥい直されることで、ᨵめ

て子どもが学校で学ぶこととはఱなのかを再定⩏࣭再構成していくことが᳨ウされることへとつながる

ዎᶵとなりうるのである。 

㸱 あࡪࡑ学ᖺのጼࡽ࠿学ࡪ

 上グにある子どもの姿は、数多くの出᮶஦のごく一部に㐣ࡎࡂ、子ども一ேࡦとりにとっての学びの

意࿡は一様ではない。ただし、あࡑぶ学年の子どもたちが自分の関ᚰを㏣究する姿は、どのேにもඹ通

して見られた時間であったと᣺り㏉ることができる。ここには、教ᖌがあえて「しないことができる」

ことを㑅ᢥし、「しない」という行Ⅽによって子どもの活動を見守り、子どもが存分に自らの関ᚰを᥈

究する営みのಖᣢにດめたことがかかわっていると考える。ࡑれによって、子どもがのびやかに自らの

関ᚰに✺き進む姿を見とることができ、この時間をඹ̿構成していくことができたと考えている。教ᖌ

はఱかをしなけれࡤならないという㈐௵があるとするならࡤ、「しない」ことにもࡑれがあるとゝえる

のではないだろうか。ࡑの「する」と「しない」の間でᦂれ動き、教ᖌもともに活動を⏕成する࢚ーࢪ

࢙ンࢩーとして、⎔ቃをᩚ理したりあࡑぶ学年の子どもたちを出発点にした学びとして試行錯誤しなが

ら取り組んだりしたことが、あࡑぶ学年の一ே一ேに㈉⊩したのであれࡤこの上ない႐びである。 

あࡑぶ学年の子どもたちは、自分たちの関ᚰに向かって今日も歩みを進めている。ᙼらの姿から、

学校教育において子どもが時間をᛀれてのめり㎸む活動をどのようにಖᣢしていけるか、またࡑの意࿡

をᡃ々教ᖌがどのように学校教育として体⌧できるかがၥわれている。 

㸦⚄㇂࣭ஂୗ㇂࣭㯮⏣࣭築ᆅ࣭⏫⏣㸧 
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で኱஦でもないのをῶらして、ண⟬をῶらした」というࡩり㏉りからは、࿡や㈝⏝といった」数の᮲௳

を見ẚべながら、活動を成ຌさせるためによく考え、取り組んでいた。 

さらに ' さんは、「自分がసったものに、࢕ࣇーࢡࢵࣂࢻなどをして試行錯誤をしていくことが、ど

んどん⨾࿡しくなっていくことが、Ꮀしかった」と㏙べており、試సを通した࿘りからの཯ᛂや意見を

受けṆめながら、出᮶上がりが変わっていく㐣程ࡑのものにᡭᛂえと႐びをឤじていた。 

このようにࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトでは、「スーࣉにこだわったࣛーメンをつくる」というᛮいをඹ

᭷しながら、௚者とのかかわりの中で、自分なりの向かい方を኱ษにしながら取り組み、出᮶上がった

ものを☜かめ合いㄪᩚしながらᛮいをᙧにしていった。 

なお、$ さん࣭% さん࣭& さんは、ࣛーメンࢡ࢙ࢪࣟࣉトに取り組んだ⤒㦂をもとに、㸱学ᮇ௨㝆も

㣗べ≀に関わるࢡ࢙ࢪࣟࣉトに取り組んでいる。$ さんは、ᩱ理をసったり㣗べたりした⤒㦂をᆅᅗと

してྍど化するような「㣗べᆅᅗࢡ࢙ࢪࣟࣉト」を構想しており、% さんは、新ゐឤのおかし࡙くりに

ຍえ、キࣕࣆࢥࢳࢵーやࢵࣃケーࢪなど、ఏえ方や⾲⌧にまで関ᚰをᗈげている。また、& さんは、グ

㘓や実㦂を重ねた上で᳜≀を育て、㣗べるというࢡ࢙ࢪࣟࣉトを構想している。㸱ேとも、ࣛーメンࣉ

トでの試行錯誤しながら取り組んできた⤒㦂が、ᣮᡓすることの౯್や、自分なりのこだわりࢡ࢙ࢪࣟ

やᕤኵを኱ษしながら活動を進める姿ໃにつながっているといえる。また、これまでの⤒㦂を自分の⯆

࿡関ᚰに引きつけて再構成し、ḟの学びをᥥいている姿が見られる。 

㸦㸱㸧あࡪࡑ学ᖺの๰㐀άືを⪃ࡿ࠼ 

 「ともにあࡑぶ」の活動を通じて、⚾たちは、子どもたちが自分たちで今後の創造活動をつくってい

けるように、「ともにあࡑぶ」を᣺り㏉るとともに今後の活動を自分たちでỴめていくための対話のᶵ

会を設けた。方㔪として、自分たちの関ᚰをもとにࢳー࣒を❧ち上げていくことにはỴ定したが、ࡑの

中でも≉に話題としてᣲがったのは「ࢡ࢙ࢪࣟࣉトࢳー࣒の❧ち上げ方」と「௚者とのඹ᭷について」

であった。 

ー࣒の❧ち上げ方について、子どもたちがこだわったのが「自分が本当に᥈究したいࢳトࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

では、多くのேたちが「ぶࡑともにあ」トを❧ち上げる」ことだった。全員ではないもののࢡ࢙ࢪࣟࣉ

トに参ຍしたࢡ࢙ࢪࣟࣉーとの関係をඃඛしてࣂトのෆᐜを༑分にྫྷ࿡することよりもメンࢡ࢙ࢪࣟࣉ

という意見が᣺り㏉りとして出された。ே間関係で㑅んだにも関わらࡎ、最終的に当日はᴦしむことが

できたものの、活動の㐣程で取り組みたいෆᐜや進め方などでのトࣛࣈルが⤯えࡑ、ࡎのཎᅉがࡑこに

あったととらえたேが多かったようである。よって、子どもたちは、まࡎಶேで❧ち上げたい࢙ࢪࣟࣉ

 。トを編成するという方㔪がとられたࢡ࢙ࢪࣟࣉトを学年に提♧した後、同じෆᐜに取り組みたいேでࢡ

 また、「௚者とのඹ᭷」については、௨ୗのような学年での議ㄽが行われた。 

&�㸸あࡑぶࢹーの時に᏶成しているかどうかは関係ないから、中間ሗ࿌をしてもいいとᛮう。 

&�㸸学びを深めるためにやっている。やることには意࿡がある。１つでもやることに意࿡がある。ᮍ᮶に進化させるた

めには成ຌኻᩋはᢤきにしてࣔࢹルケースをసることが኱ษだとᛮう。 

&�㸸ࡑもࡑもఱのためにやるかによる。なにに向けてやるの㸽中間ሗ࿌はあࡑぶࢹーのため㸽６年のため㸽 

&�㸸あࡑぶࢹーのために一᪦やって、またࡑれでḟに⏕かしてやるから、▷ᮇ目ᶆがあࡑぶࢹーで長ᮇ的に６年につな

がったらいい。 

&�㸸あࡑぶࢹーは学ᮇで༊ษれちࡷってた。ࡑういう༊ษりをつけࡎに長ᮇ的に考えられたらいいのでは。目ᶆにも㏆

࡙けるとᛮう。 

&�㸸中間ሗ࿌はいらない。なࡐならあࡑぶࢹーがあっていいとᛮう。あࡑぶࢹーの時に全部බ⾲したらいいとᛮう。 

&�㸸中間ሗ࿌会はあࡑぶࢹーと㐪って、あࡑぶࢹーは᏶成したものだが中間ሗ࿌は᏶成したものでないから、あࡑぶࢹ

ーの時にまとめていうのは᏶成したものしか見せられないからまとめてやるのはおかしい。 

&�㸸ࢡ࢙ࢪࣟࣉト全員を✌ാさせて中間をやるのではなく、௦⾲的なものでやってもいい。全員がいくと活動が㞴しく

なる。௦⾲が出た方ができるだけ活動が☜ಖできる。 

&�㸸᏶成を見せるあࡑぶࢹーと捉えるとࡑれでいいが、᏶成がないというࢡ࢙ࢪࣟࣉトはどうとらえたらいい㸽 

&���ールが᏶成したというものではなくて࣏スタࢦのேがやりษったとᛮうことやࡑ、ールがないやつっていうのはࢦ

ーに᭩いた目ᶆ。ࡑれは᏶成とみなしていい。 

本✏ᇳ➹時に方㔪は☜定していないが、中間ሗ࿌や「あࡑぶࢹー」のように、ඹ᭷することの意࿡

が議ㄽを通じて明らかになりつつある。あࡑぶ学年にとっての「ともに」学ぶことの意࿡が᭦新され、

学ᮇや学年といった༊ษれ目では᏶⤖しない「あࡑぶ学年の創造活動」が動き出ࡑうとしている。 

㸦㸲㸧๰㐀άືࡽ࠿ᩍ⛉学⩦をぢࡿࡵࡘ 

ᅜㄒでは「おⲔっこ &0 をసろう」という学⩦に取り組んだ。子どもたちが学

校⏕活でのၥ題や㌟㏆な社会ၥ題について見直し、ࡑれを &0 ๻として⾲⌧する

ことをࢦールとしていた。この༢元は「⾲⌧する」活動であるものの、重どして

きたことは自分の学校⏕活や社会ၥ題を自らの目⥺で見直すことであり、&0 ๻

のできࡤえよりも、ไస㐣程での話し合いや「一ே一ᙺ」で参ຍすることにある。子どもたちは、෗┿

にあるように、ྛ々のど点から㌟㏆なၥ題を出し合い、今、自分たちにᚲせなၥ題提㉳はఱかを話し合

い、⾲⌧しようとする姿が見られた。&0 ๻࡙くりや⾲⌧にど点を向けれࡤ「ことࡤ」の学⩦となるが、

㌟㏆なၥ題に対してษ実さをᣢって議ㄽする取り組みには「ことࡤ」の学⩦にとどまらࡎ自分たちの⏕

活を出発点とした様々な学びがෆໟされている。 

⟬数では、「自⏤᥈究㸦᥈ 4ࣛ࣎㸧」の時間を設定するとともに、「༢元᥈究㸦課題᥈究㸧」という

ど点からも༢元を通した学びを᳨ウし、子どもたちのၥいや␲ၥを㉳点に学びを構想してきた。͆自⏤

᥈究͇とは、自分の⯆࿡にもと࡙き ᥈究ෆᐜ㸦ၥいやࢸー࣐㸧を自分でỴめて行う᥈究的な活動の時

間である。「自⏤᥈究の時間は自分にとってどのような時間ですか」というၥいに対する子どもたちの

回⟅を見ると、自⏤᥈究の時間は、「自⏤」「自分でỴめられる」「ᴦしい」といったゝⴥでㄒられて

おり、多くの子どもたちにとって、自分の⯆࿡にもと࡙いて学びを進めていく時間として捉えられてい

ることが分かる。また、( さんは「ࢡ࢙ࢪࣟࣉトとᑡしఝているឤじで、自分が

気になったことや␲ၥにᛮったことをㄪべられるので、ᴦしいです。」とグ㏙し

ている。さらには、回⟅の中には「ၥい」「␲ၥ」「୙ᛮ議」といったゝⴥが多

くあり、自⏤᥈究の時間が、ၥ題ゎỴの場としてだけでなく、ၥ題を見いだす場

として意࿡をもっているともゝえる。 

こうして教科での実㊶を୪べてみると、教科担௵ไのもとで別ே᱁による授業実㊶が行われていて

も、教科として取り組まれている中に学びとして重どしていることへの重なりが㏱けて見えてくる。例

えࡤ「ၥう」という行Ⅽにど点をおけࡤ、፹௓や対㇟としての「ゝㄒ」や「数」といった␗なりがある

にせよ、学びとして互いが子どもを出発点にして一定の重なりをもちながら取り組まれていることがわ

かる。≉に、あࡑぶ学年の子どもたちとともに⏕活するからこࡑ、てつがくや創造活動の取り組みを通

じて「ၥう」「᥈究する」といった行Ⅽについて教科においてもアࣟࣉーࢳしていくことを試みている

ことが重せな࣏࢖ントであると考える。ここには、これまでྛ教科≉᭷の学⩦ෆᐜとして考えられてき

たことがၥい直される₯ᅾ性があるといえないだろうか。子どもが学ぶᚲせのあることとして教ᖌが

「教科」のᯟ組みから見ていることが「子どもを出発点とした学び」としてၥい直されることで、ᨵめ

て子どもが学校で学ぶこととはఱなのかを再定⩏࣭再構成していくことが᳨ウされることへとつながる

ዎᶵとなりうるのである。 

㸱 あࡪࡑ学ᖺのጼࡽ࠿学ࡪ

 上グにある子どもの姿は、数多くの出᮶஦のごく一部に㐣ࡎࡂ、子ども一ேࡦとりにとっての学びの

意࿡は一様ではない。ただし、あࡑぶ学年の子どもたちが自分の関ᚰを㏣究する姿は、どのேにもඹ通

して見られた時間であったと᣺り㏉ることができる。ここには、教ᖌがあえて「しないことができる」

ことを㑅ᢥし、「しない」という行Ⅽによって子どもの活動を見守り、子どもが存分に自らの関ᚰを᥈

究する営みのಖᣢにດめたことがかかわっていると考える。ࡑれによって、子どもがのびやかに自らの

関ᚰに✺き進む姿を見とることができ、この時間をඹ̿構成していくことができたと考えている。教ᖌ

はఱかをしなけれࡤならないという㈐௵があるとするならࡤ、「しない」ことにもࡑれがあるとゝえる

のではないだろうか。ࡑの「する」と「しない」の間でᦂれ動き、教ᖌもともに活動を⏕成する࢚ーࢪ

࢙ンࢩーとして、⎔ቃをᩚ理したりあࡑぶ学年の子どもたちを出発点にした学びとして試行錯誤しなが

ら取り組んだりしたことが、あࡑぶ学年の一ே一ேに㈉⊩したのであれࡤこの上ない႐びである。 

あࡑぶ学年の子どもたちは、自分たちの関ᚰに向かって今日も歩みを進めている。ᙼらの姿から、

学校教育において子どもが時間をᛀれてのめり㎸む活動をどのようにಖᣢしていけるか、またࡑの意࿡

をᡃ々教ᖌがどのように学校教育として体⌧できるかがၥわれている。 

㸦⚄㇂࣭ஂୗ㇂࣭㯮⏣࣭築ᆅ࣭⏫⏣㸧 
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